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組
合
長
を
経
由
し
て
資
格
の

あ
る
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
が

配
布
も
れ
や
、
資
格
が
あ
っ

て
実
行
組
合
に
加
入
し
て
い

た
い
世
帯
は
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
か
農
業
委
員
会
あ

る
い
は
市
役
所
の
出
張
所
ヘ

申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録

駅 前大通り開通

大村駅前から34号国道にいたる大通りが11月21白開通し
ました。この道路はrt20メートノレ長さ約 600メート/レの
国道なみのもので、工事に要した経費も約 5，660万円に
達しました。この道路の開通によって、 「駅前から国道

へ出るのに大変便利になった。j と害ばれています。

(写虞=テープをきる大村市長〉
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躍毘直面甑麗訪藍;a

申
請
期
限
:
:
:
十
二
月
五
日

人口 55守65Z
{男 Z6.651 
女 t9.001 
世帯数 a .386 
転入 335 出生
転出 406 死亡

毎
年
十
二
月
一
日
現
在
で

調
製
す
る
大
村
市
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
録

申
請
書
の
受
付
け
を
つ
ぎ
の

と
ゐ
り
行
い
ま
す
の
で
、
資

格
の
あ
る
人
は
も
れ
な
く
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

企
資
格
を
有
す
る
者

大
村
市
農
業
委
員
会
の
区

域
に
住
所
を
有
す
る
者
で
つ

ぎ
に
該
当
す
る
も
の

①
一
反
歩
以
上
の
耕
作
の
業

務
を
営
む
者
、
お
よ
び
同

居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
、
一
年
間
に
お
お

む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
む

業
務
に
従
事
す
る
者
〈
内

縁
関
係
の
妻
や
養
子
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
)

②
昭
和
十
九
年
三
月
六
日

ま
で
に
生
れ
た
者

ム
申
蹄
期
間
十
二
月
一

日
か
ら
十
二
月
五
日
ま
で

申
請
書
用
紙
は
各
実
行

(375号)

A

申
請
書
の
提
出
先

大
村
市
農
業
委
員
会
(
市

役
所
内
)

り

沼市川!市J:トゾjrdh
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在
お
お
わ
か
り
に
友
ら
な
い

こ
と
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
お
た
や
ね
く
更
さ
い

(
選
挙
管
理
委
員
会〉
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大村市政だよ

。

今

年
は
国
連
総
会
で
H

人

配

享

有

す

べ
き
こ
と
:
l
。
を

私
た
ち
は
こ
の
H

人
権
週
山

川
権
宣
言
H

が
採
た
く
さ
れ
て
宣
言
し

て

い

ま

す

。

間

H

に
あ
た
り
、
世
界
人
-
権
川

川

か

ら
十
五
周
年
を
迎
え
、
十
人
権
意
識
は
年
を
経
る
に
宣
言
の
認
識
を
い
っ
そ
う
深
川

一
一
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を

し

た

が
い
、
し
だ
い
に
出
掛

め
、
さ
ら
に
反
省
し
、
よ
り
川
十
一

一月
一
日
よ
り
二
十
五
日

H

人
権
週
間
N

と
定
め
て
い
さ
れ
、
ま
す
ま
す
明
る
い
生
住
み
よ
い
民
主
的
な
社
会
に
川
ま
で
恒
例
の
歳
末
た
す
け
あ
い

山

ま
す
。

活

が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま

し

た

い

も
の

で

す

。

山

運

動
が
始
ま
り
ま
す
。

…

・

人

権

週

間

を

迎

え

て

・

…

こ

の

歳
末
た
す
け
あ
い
運
艶

川
も
今
年
で
十
三
回
目
を
迎
え
ま

こ
の
人
権
宣
言
は
・l
人

は

し

た

。

座

談

会

の

開

催

川
す
が
、
こ
の
運
動
は
地
域
住
民

国
家
か
ら
も
、
他
の
人
人
か

私

た
ち
は
よ
り
い

っ
そ
う

十
二
月
二
日
、

午
後
二
時
川
川
ず
こ
ぞ
っ
て
参
加
す
る
社
会
福

ら
も
人
権
を
犯
さ
れ
る
こ
と
個
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
と
よ
り
市
内
水
間
二
区
公
民
館
山
川
祉
活
動
で
、
義
援
金
品
の
も
ち

在
く
、
ま
た
他
の
人
人
の

人

と

も
に、

相
手
方
む
人
砕

を

で

H

主
制
の
立
場
か
ら
見
た
川
川
よ
り
を
行
友
い
、
こ
の
社
会
に

杭
を
似
す
こ
と
も
な
く
、
品

侵

す

こ
と
の
な
い
よ
う
に
努

人

権

に
つ
い

て
H

の
座
談
会
川

l

川
す
む
す
べ
て
の
人
が
明
る
い
正

白
人
間
と
し
て
の
幸
福
を
追

む
べ
き
で
は
注
い
で
し
ょ
う

を
行
在
い
ま
す
。

川
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
怠
る
よ

求

す

る

基

本

的

権

利

、

自

由

か

。

〈

法

務

局
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E
川
う
に
と
行
恋
う
も
の
で
す
。

一一み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を

今
年
も
「
み
ん
左
で
明
る
い

治
正
月
を
」
の
目
標
の
も
と
に

共
同
募
金
会
と
社
会
福
祉
協
議

会
が
一
体
と
在
っ
て
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
心
を
倍
に
し
て

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
各
家
庭
に
は
町
務
連
絡

委
員
を
通
じ
て
義
援
袋
を
お
く

ば

b
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
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調
理
師
試
験
と

予
備
講
習
会

才
二
回
目
の
調
理
師
試
験
と

こ
の
試
験
の
受
験
希
望
者
陀
対

す
る
予
備
講
習
が
つ
ぎ
の
日
程

で
行
友
わ
れ
ま
す
。
希
望
者
は

願
書
を
十
二
月
十
日
ま
で
に
大

村
保
健
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

出
胤
用
紙
は
大
村
保
健
所
に
あ

b
ま
す
。

調
理
師
試
験

マ
試
験
期
日

乳牛の結核とブルセラ病の定期検査

検査の対象となるのは育成中の仔牛と、 6カ月以上たった

乳ぺ:です。在長、集団衛生促進事業として潜在性の乳房炎

む検査もあわせて行いますD 検査の日時と区域は別表のと

治りです。 (農林課)
昭
和
三
十
九

年
一
月
二
十
四
日

マ
試
験
地

長
崎
市
、
佐
世

保
市

マ
試
験
手
数
料

五
百
円

予
備
講
習
会

マ
期
日
と
場
所

①
昭
和
三
十
九
年
一
月
十
六
日

H

一
月
十
七
日

佐
世
保
市
福
祉
会
館

②
昭
和
三
十
九
年
一
月
十
七
日

一
月
十
八
日

長
崎
市
中
央
公
民
館

(別表JiE七検査時間 参集区域 検査時間 参集区域-i
12月日円 9，30-11，30 総尾開拓 16.30-15・30 大多武

グ 10日 H 横 11 雄ケ原

1/ 16日 M 三浦

17日 H 鈴田蔭平 13.00-15.30 赤佐古木場

18は M 岩松 M 前舟津

[ 23日 H 日焼 M 平'HIi
F24日 山 松原 M 萱瀬

検査日時・検査区域

時
間
は
い

づ
れ

も

午

前

九

時

⑥

十

二

月

七

日

鈴

田

出

張

所

い

て

か
ら
午
後
五
時
ま

で

時

間

は

い

や

れ

も

午

後

七

時

③
子
供
会
の
組
織
と
運
営

マ
受
講
料

三

百

円

か

ら

十

時

ま

で

で

す

。

④

子

供

会

の

実

蚊

発

表

な
治
当
日
は
造
林
申
請
や
⑤
子
供
会
の
う
た
、
ゲ

l
ム

苗
木
の
申
込
の
受
付
け
も
い
ム
講
師
県
中
央
児
童
相
談
所

た
し
ま
す
の
で
印
鑑
を
ご
持

長
山
口
亘
氏
、
長
崎
大
学
助

参

く

だ

さ

い

。

教

授

川

崎

宏

氏

、

県

社

会

教

従

軍

報

道

班

員

や

日

赤

毅

育

主

事

井

上

繁

雄

氏

外

議

員

の

取

り

扱

い

が

か

わ

(
教
育
委
員
会
)
り
ま
し
た

(
保
険
衛
生
課
〉

:
:
・
公
益
質
屋
の
公
売
:
・
:
:
…

…
公
益
質
屋
で
は
十
二
月
十
…

…
九
日
流
質
物
を
公
売
し
ま
…

…
す
の
で
、
本
年

一
月
以
降
…

…
に
流
質
期
限
が
経
過
し
て
…

…
い
る
入
質
物
を
も
っ
て
治
…

…
ら
れ
る
方
は
急
い
で
質
受
…

…
け
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
…

…
ま
す
。

(
福
祉
事
務
所
)

森
林
の
生
産
力
を
増
そ
う

ム
内
容

①
造
林
の
方
法

②
林
業
肥
料
つ
ふ
地
取
扱
と

肥
料
の
や
れ
J
7

③
害
虫
駆

除

て

い

て

④
そ
の
他
林
業
一

般

ム
日
時
と
場
一叶

一

①
十
一
一
月
二
日
町

一守
公
民
館
一

②
十
二
月
三
口

弥
d

寺
公
民
館
一

③
十
二
月
四
日
照

コ

民

館

一

③
十
一
一
月
五
同

町一
竹
山

強

所

一

⑤
十
二
月
六
ロ
一一点

不
公
民

館

一

(農
林
課
)

児
童
健
全
育
成
研
修
会

ル
タ
ン
ト
西
山
長
朝
氏

合
同
県
中
小
企
業
指
導
セ
ン

タ
ー
所
長
)

マ
受
講
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

(
商
工
水
産
課
)

中
小
企
業
経
営
講
座

地

域

に

お

け

る

児

童

の

健

全

従

軍
報
道
班
員
在
ら
び
に
日

育
成
活
動
を
促
進
し
、
子
供
会
中
小
企
業
診
断
強
調
月
聞
の
本
赤
十
字
社
救
護
員
な
ど
で
、

む
普
及
を
は
か
る
た
め
、
つ
ぎ
行
事
と
し
て
、
県
、
市
、
商
工
死
亡
し
た
り
負
傷
し
た
か
だ
に

の
と
お

b
研
修
会
を
開
を
ま
す
会
議
所
の
共
催
に
よ
り
つ
ぎ
の
た
い
す
る
取

p
扱
い
が
、
思
給

の
で
、
一
一
般
市
民
の
方
も
多
数
・
と
お

b
講
演
会
を
開
催
い
た
し
法
や
遺
族
援
護
法
の
身
分
ま
た

ご
参
加
く
売
さ
い
。
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
く
理
さ
は
公
務
と
み
と
め
ら
れ
る
病
気

A
期

日

十

二

月

十

五

日

ハ

日

)

い

。

の

積

頬

な

ど

に

つ

い

て

改

正

さ

午
前
九
時

t
午

後

四

時

マ

日

時

十

二

月

六

日

れ

ま

し

た

。

ム

場

所

大

村

市

公

会

室

午

後

一

時

か

ら

三

時

ま

で

こ

れ

ら

に

該

当

す

る

従

事

者

〈

中

央

公

民

館

)

マ

場

所

十

八

銀

行

大

村

支

ま

た

は

遺

族

で

障

害

年

金

、

弔

ム

研

修

内

容

庖

階

上

ホ

l
ル

慰

金

、

遺

族

年

金

な

ど

を

受

給

①
児
童
の
健
全
育
成
活
動
に
マ
演
題
新
し
い
経
営
し
て
も
桐
ら
れ
な
い
か
た
は
摂
祉

つ

い

て

マ

講

師

日

本

中

小

企

業

指

ゅ事
務
所
で
お
た
十
ね
く
だ
き
い

②

児

童

の

心

理

と

指

導

に

つ

導

セ

ン

タ

ー

主

席

コ

シ

サ

(

福

知

事
務
所
)

遺族給与金が 一

終身年金に

動員学徒や徴用軍属

などの公務死亡Kより

受給して治られる遺族

給与金の支給期限が従

来は五年間に限られて

おりましたが、こんE

の法の改正で終身年金

どなりました。

国民金融公庫に担保に

供しておられるかたを l

のぞき .つぎ、の書類を

そろえて福祉事務所ま

で沿いでく?できい。

¢遺族給与金証害(振

替預入して会られる

かたは証書でなく保

管証書〉

e受給者の戸籍謄本
@印かん
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